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市
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

連
携
す
る
「
H
P
検
索
」
「「
H
P
H
P
検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」
の

検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」
の

ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

まめメール

災害時の緊急情報や市の情報を
電子メールで配信。登録が必要

防災行政無線の
放送内容の確認

☎0120-282-283（通話料無料）
で放送内容を確認できます

パソコン•
スマホ等で

電話で

ガラケー用

エックス（旧ツイッター）
フェイスブック

市報などを
電子書籍で

災害時の緊急情報はエックス（旧ツイッター）
イベント情報はフェイスブック

自動翻訳し 10言語で配信
自動音声読み上げにも対応

ポスターは最優秀賞作品の永嶋萌々花さん（清水台小学校）ポスターは最優秀賞作品の永嶋萌々花さん（清水台小学校）

火災が発生しやすい季節です火災が発生しやすい季節です
防火防災意識の再確認を防火防災意識の再確認を

 令和６年秋季全国火災予防運動 令和６年秋季全国火災予防運動

　

11
月
9
日
土
か
ら
15
日
金
ま

で
、「
守
り
た
い
未
来
が
あ
る
か

ら
火
の
用
心
」
を
全
国
統
一
防

火
標
語
に
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
防
火
防
災
意
識
や
防
災
行

動
力
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
火
災
の
防
止
や
火
災
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
昨
年
中
の
市
内
の
火
災
発
生
件

数
は
59
件
で
、
前
年
と
比
べ
15
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
出
火
原
因
は
、電
気
配
線
８
件
、

た
ば
こ
７
件
、
枯
れ
草
焼
き
・
放

火
（
疑
い
含
む
）
5
件
で
す
。

　
電
気
火
災
の
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
た
め
の
対
策
の
再
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
住
ま
い
の
耐
震
性
を
確
保
し
ま

し
ょ
う

②
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策

（
固
定
）
を
行
い
ま
し
ょ
う

③
暖
房
機
器
な
ど
の
近
く
に
可
燃

物
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

④
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
し
、
使

用
方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

⑤
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う

⑥
停
電
し
た
ら
、
電
気
器
具
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
り
、
電
源
プ
ラ
グ
を

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
ま
し
ょ
う

⑦
地
震
な
ど
で
自
宅
か
ら
避
難
す

る
と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
震
を
感
知

す
る
と
自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
が

落
ち
る
感
電
ブ
レ
ー
カ
ー
に
交
換

し
ま
し
ょ
う

⑧
地
震
直
後
に
は
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
か
ら
燃
料
が
漏
れ
て
い
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

⑨
ガ
ス
・
電
気
・
石
油
機
器
の
使

用
再
開
前
に
は
、
破
損
し
て
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

⑩
電
気
製
品
の
再
通
電
後
は
火
災

の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
し
ば
ら

く
の
間
、
異
常
が
な
い
か
注
意
し

ま
し
ょ
う

⑪
消
防
団
へ
の
協
力
や
自
主
防
災

組
織
な
ど
へ
参
加
し
ま
し
ょ
う

⑫
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
、

火
災
時
の
対
応
方
法
を
学
び
ま

し
ょ
う

消
防
救
急
フ
ェ
ア
２
０
２
４

　

イ
オ
ン
ノ
ア
店
南
側
駐
車
場

で
、
11
月
９
日
土
10
時
か
ら
正
午

ま
で
、
消
防
救
急
フ
ェ
ア
２
０
２

４
を
開
催
し
ま
す
。
各
体
験
ブ
ー

ス
な
ど
に
参
加
し
て
、
消
防
士
の

仕
事
を
体
験
で
き
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

11
月
６
日
水
か
ら
12
日
火
ま
で

市
役
所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
、
入

選
作
品
34
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎

�
７
１
２
４-

０
１
１
４

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
５
０
０
４



　市報のだ 令和６年11月1日号

❷

健康スポーツ文化都市宣言健康スポーツ文化都市宣言
記念事業記念事業

　
市
で
は
、
宣
言
名
を
冠
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
順
次
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
　
11
月
10
日

日
13
時
～
16
時
15
分
野
田
ガ
ス
ホ
ー

ル（
文
化
会
館
）で
。
野
田
市
民
俗
芸

能
連
絡
協
議
会
に
加
盟
す
る
6
団
体

と
市
内
小
中
学
校
4
校
が
出
演
。
南

部
小
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
。
入

場
無
料
。
問
生
涯
学
習
課
☎
�
７
１

９
９
‐
８
５
９
５

◆
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ａ
産
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
フ
ェ
ス
タ　

11
月
17
日
日
10
時
～
16
時
イ
オ
ン
ノ

ア
店
駐
車
場（
も
り
の
ゆ
う
え
ん
ち
側
）

で
。
雨
天
決
行
。
市
内
企
業
の
白
し

ょ
う
ゆ
と
み
そ
を
使
っ
た
料
理
や
ス
イ

ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
。
30
店
が
出
店
。

入
場
無
料
。
問
同
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
事
務
局（
野
田
商
工
会
議
所

内
）☎
�
７
１
２
２‐３
５
８
５

◆
東
京
理
科
大
学
野
田
地
区
理
大
祭

　
11
月
23
日
土
、
24
日
日
10
時
～
18

時
同
大
学
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
。
同

大
学
生
を
主
と
し
た
約
100
団
体
参
加
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
約
15
団
体
、
講
義
棟

で
の
屋
内
企
画
が
約
40
団
体
、
模
擬

店
が
約
50
団
体
、
実
行
委
員
会
に
よ

る
約
15
個
の
企
画
を
実
施
。
問
山
口

☎
070
‐
４
３
０
３
‐
７
４
９
７

◆
宝
珠
花
小
僧
杯
将
棋
大
会　
12
月

８
日
日
９
時
～
16
時
関
根
名
人
記
念

館
対
局
室（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
5
階
）

で
。
幼
稚
園
～
中
学
生
。
初
心
者
も

可
。
予
選
リ
ー
グ
の
後
、
ク
ラ
ス
別

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
実
施
。
先
着
64
人
。

申
込
み
は
11
月
5
日
火
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ｓ

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
）で
氏
名
・

学
年
・
連
絡
先
を
明
記
し
、
松
尾
☎

090
‐
９
３
６
４
‐
８
９
３
２
へ

◆
リ
ベ
ッ
ト
ボ
タ
ン
の
は
ら
ぺ
こ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ　

12
月
14
日
土
10
時
30

分
～
11
時
30
分
、
14
時
～
15
時
野
田

ガ
ス
ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）で
。
3
歳
～

12
歳
。
600
円
。（
子
ど
も
2
人
以
上
は

1
人
500
円
・
4
人
ま
で
）。
リ
ベ
ッ
ト

ボ
タ
ン（
あ
そ
び
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）と
オ

ー
ナ
メ
ン
ト
作
り
を
気
軽
に
楽
し
め
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
申
込
み
は
11
月
5

日
火
8
時
30
分
か
ら
同
ホ
ー
ル
☎
�

７
１
２
４
‐
１
５
５
５
へ

◆
市
民
に
贈
る
音
楽
会「
ク
リ
ス
マ

ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
」　
12
月
22
日
日
14

時
野
田
ガ
ス
ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）で
。

早
稲
田
大
学
ハ
イ
ソ
サ
エ
テ
ィ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
会
。
千
円
。

チ
ケ
ッ
ト
は
同
館
か
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

（
2
次
元
コ
ー
ド
）で
。
問
野
田
稲
門

会
・
小
川
☎
�
７
１
２
５
‐

３
１
２
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
７
３
８
３

野
田
市
成
人
式
～
二
十
歳
の
集
い
～

市
で
は
、
二は
た
ち
十
歳
を
祝
う
式
典
を

開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
令
和
7
年
1
月
13
日
月
10

時
受
付
、
10
時
30
分
式
典
開
始

【
会
場
】
野
田
ガ
ス
ホ
ー
ル
（
文
化

会
館
）

【
対
象
者
】
平
成
16
年
4
月
2
日
～

平
成
17
年
4
月
１
日
生
ま
れ

　

な
お
、
市
外
に
住
民
登
録
の
あ
る

方
で
、
野
田
市
成
人
式
に
出
席
を
希

望
す
る
方
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
飲
酒
者
の
入
場
や
客
席
内
で
の
飲

食
、
式
典
の
進
行
妨
害
は
禁
止
で
す
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課
☎
�

７
１
２
３
‐
１
３
６
６

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
３
０
１
２

11
月
は
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・

児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

市
で
は
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な

ど
で
虐
待
防
止
の
意
識
を
強
く
す
る

た
め
、
市
内
の
小
中
学
生
の
作
品
を

展
示
す
る
「
わ
た
し
の
願
う
家
族
・

家
庭
」ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

【
場
所
・
日
時
】
①
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

…
11
月
6
日
水
～
12
日
火
（
初
日
は

８
時
30
分
か
ら
、
最
終
日
は
正
午
ま

で
）。
②
市
役
所
1
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ

ラ
リ
ー
…
11
月
13
日
水
～
19
日
火（
初

日
は
正
午
か
ら
、最
終
日
は
15
時
ま
で
）

【
問
合
せ
】
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

課
☎
�
７
１
９
９
‐
９
４
６
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
２
７
９
３

国
民
健
康
保
険
証
は
12
月
２
日
以
降
も
有
効
期

限
ま
で

使
用
可

　
現
行
の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

を
12
月
２
日
月
で
終
了
し
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
な

り
ま
す
。

　
12
月
１
日
日
時
点
で
発
行
済
み
の

保
険
証
は
、
12
月
２
日
月
以
降
も
有

効
期
限
（
最
長
１
年
）
ま
で
使
用
で

き
ま
す
の
で
、
期
限
が
切
れ
る
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な

い
方
に
は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
ま

で
に
資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
保
険
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す

る
際
、
念
の
た
め
現
行
の
健
康
保
険

証
も
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課
☎
�

７
１
９
９
‐
２
２
６
４

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
１
４
２
７
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❸

令和5年度決算令和5年度決算

あ
か
ち
ゃ
ん
お
祝
い
金
の
創
設
や

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
な　　
　
ど
　
ど
実
施

　
歳
入
額
597
億
4
千
万
円

一
般
会
計
決
算　
歳
出
額
581
億
１
千
万
円

　

令
和
5
年
度
は
、「
元
気
で
明
る

い
家
庭
を
築
け
る
野
田
市
」の
実
現

に
向
け
、
あ
か
ち
ゃ
ん
お
祝
い
金
の

創
設
や
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
更
な

る
拡
充
を
実
施
し
た
ほ
か
、
健
康
ス

ポ
ー
ツ
文
化
都
市
宣
言
記
念
事
業
、

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費

助
成
、
川
間
学
童
保
育
所
の
移
転
整

備
、
が
ん
患
者
等
支
援
助
成
、
六
丁

四
反
調
整
池
整
備
の
推
進
、
連
続
立

体
交
差
事
業
及
び
関
連
事
業
の
推
進
、

小
学
校
5
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
、
山

崎
小
前
あ
そ
び
の
広
場
の
整
備
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

国
の
各
種
給
付
金
の
支
給
に
加
え
、

市
独
自
に
、
省
エ
ネ
家
電
製
品
買
換

促
進
補
助
金
な
ど
の
支
給
、
水
道
基

本
料
金
の
全
額
免
除
、
小
中
学
校
と

幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
の
給
食
費
に

係
る
物
価
高
騰
分
の
公
費
負
担
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】財
政
課
☎
�
７
１
２
３
‐

１
０
６
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
４
２
８
８
５

■一般会計決算■一般会計決算
●歳入額 597.4 億円
（前年度から約15.6億円減）

●歳出額 581.1 億円●歳出額 581.1 億円
（前年度から約 13億円減）（前年度から約 13億円減）

市民の皆さんから（市税）
福祉に（民生費）

232.4 億円
262.1 億円

国から（国庫支出金）
118.6 億円

地方交付税 60.1 億円

市債
36.9 億円

県から（県支出金）

30.4 億円
地方消費税交付金

38.8 億円

その他 80.2 億円

学校教育などに
（教育費）

50.9 億円
道路や公園などに（土木費）

49.8 億円

借金などの返済に（公債費） 49.1 億円

税務や戸籍などに（総務費）

53.8 億円

医療やごみ処理などに（衛生費）

66.1 億円

その他 49.3 億円

■特別会計決算■特別会計決算

国民健康
保険

163.8億円

163.4億円

介護保険
130.3億円

128.4億円

後期高齢
者医療

次木親野井
特定土地区
画整理事業

0.4億円

0.4億円

23.8億円

23.7億円

■財産など■財産など
土地 2,416,439㎡

建物 377,988㎡

有価証券 3.2 億円

出資による権利 34.4 億円

債権 1.5 億円

基金
現金 77.5 億円

土地 0 億円

有価証券 20.0 億円

債権 0 億円

地方債残高
一般会計債 402.8 億円

次木親野井特定土
地区画整理事業債 0.3 億円

■健全化判断比率
野田市の

比率
早期健全化

基準
実質赤字比率 ― 11.69％
連結実質赤字比率 ― 16.69％
実質公債費比率  4.3％  25.0％
将来負担比率 ― 350.0％

■資金不足比率
野田市の

比率
経営健全化

基準
水道事業会計 ― 20.0％

下水道事業会計 ― 20.0％

※表内の「ー」は黒字であり該当なし
※水道事業、下水道事業は法適用企業

健全化判断比率など

歳入
歳出
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介
護
職
員
不
足
の
解
消
へ

就
職
相
談
会
を
開
催

　
介
護
、
障
が
い
者
支
援
現
場
で
慢

性
的
な
職
員
不
足
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

野
田
や
介
護
、
障
が
い
者
支
援
事
業

者
と
連
携
し
、
介
護
職
員
合
同
就
職

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
19
法
人
の
職
員
か

ら
、
施
設
の
特
徴
や
仕
事
の
内
容
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
相
談
ブ
ー
ス
を

開
設
し
ま
す
。

　

就
職
を
目
指
す
学
生
や
、
興
味･

関
心
が
あ
る
方
は
、
資
格
が
な
く
て

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
場
所
】11
月
17
日
日
11
時
～

15
時
・
市
役
所
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

選
挙
管
理
委
員
会
と
は

　
私
た
ち
の
意
思
が
、
正
確
に
政

治
に
反
映
さ
れ
、
選
挙
が
公
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
選
挙
に
関
す
る

事
務
を
一
括
し
て
行
う
公
的
機
関

が
選
挙
管
理
委
員
会
で
す
。
法
律

に
基
づ
き
、
地
方
自
治
体
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
市
の
選
挙
管
理
委
員
会

　

市
議
会
議
員
選
挙
や
市
長
選

挙
、
国
政
選
挙
な
ど
、
す
べ
て
の

選
挙
の
投
開
票
事
務
を
行
う
と
と

も
に
、
選
挙
人
名
簿
の
作
成
・
管

理
、
政
治
意
識
向
上
の
た
め
の
啓

発
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
市
議
会
議
員
に
よ
る
投

票
で
選
ば
れ
、
委
員
長
は
委
員
の

中
か
ら
互
選
さ
れ
ま
す
。
委
員
は

4
人
で
任
期
は
4
年
で
す
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
務
を
補

助
す
る
た
め
に
、
委
員
会
の
下
に

事
務
局
が
置
か
れ
、
事
務
局
が
選

挙
管
理
事
務
全
般
の
運
営
に
当
た

り
、
事
務
局
に
は
市
の
職
員
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
�
７
１
２
３-

１
５
８
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
４
２
３
３
０

　
野
田
市
と
東
京
理
科
大
学
、
流
山

市
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

薬
学
部
生
命
創
薬
科
学
科
の
早
田
匡

芳
教
授
が
市
民
講
座
「
人
生
百
年
時

代
の
骨
の
健
康
を
考
え
る
」
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
12
月
21
日
土
14
時

～
16
時
・
同
大
学
７
号
館
6
階
講
堂

【
定
員
】
先
着
180
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
は
250
人
）

【
申
込
み
】
11
月
１
日
金
～

12
月
18
日
水
に
2
次
元
コ
ー

ド
か
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

◆
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
割
引
制
度

　
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
は
市
民
割

引
が
あ
り
ま
す
。
会
場
は
セ
ン
ト
ラ

ル
プ
ラ
ザ
２
階（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
す
。直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課
☎
�
７
１
２

３
‐
１
０
６
5
、
同
大
学
野
田
統
括
課

地
域
連
携
室
☎
�
７
１
２
２
‐
９
１
３

７
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
事
務

局
☎
�
５
２
２
７
︲
６
２
６
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
２
３
５
４

　

洪
水
や
浸
水
な
ど
の
万
一
の
災
害

に
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動
計
画
）

を
作
成
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◆
作
成
の
手
順

①
自
宅
や
家
族
の
災
害
リ
ス
ク
を

チ
ェ
ッ
ク
…
自
宅
が
浸
水
想
定
区
域

内
に
位
置
す
る
の
か
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
ま
す
。
浸
水
想

定
区
域
内
で
あ
れ
ば
、
避
難
情
報
の

発
令
時
、
浸
水
し
な
い
安
全
な
場
所

へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
自
宅
が
浸

水
想
定
区
域
外
で
あ
れ
ば
、
避
難
所

な
ど
へ
の
避
難
は
極
力
控
え
、
在
宅

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
場
所
と
避
難
開
始
タ
イ
ミ
ン

グ
を
決
定
…
家
族
で
避
難
す
る
場
所

や
避
難
ル
ー
ト
を
決
め
ま
す
。
避
難
場

所
は
、
市
外
を
含
む
、
浸
水
し
な
い
場

所
の
親
戚
や
友
人
宅
、
ホ
テ
ル
な
ど
も

対
象
で
す
。
避
難
場
所
ま
で
の
移
動
時

間
や
家
族
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
避
難

情
報
や
気
象
情
報
な
ど
を
も
と
に
、
避

難
開
始
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
ま
す
。

③
内
容
を
整
理
・
記
入
し
て
完
成
…

①
②
で
確
認
し
た
内
容
に
加
え
、
そ

れ
ぞ
れ
が
必
要
と
な
る
防
災
行
動
を

考
え
、
実
際
に
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
に
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
防
災
係
☎
�
７
１
３
６

︲
１
７
７
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
９
２
３
８

マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
ろ
う
�

東
京
理
科
大
学
と
の
包
括
連
携
講
座
募
集

ホ
ー
ル

●
施
設
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
…
30
分
間

（
①
9
時
45
分
市
役
所
集
合
、
10
時

出
発
②
12
時
45
分
市
役
所
集
合
、
13

時
出
発
）。
各
回
20
人（
抽
選
）。
申

込
み
は
11
月
15
日
金
17
時
ま
で
に
電

話
か
直
接
高
齢
者
支
援
課
へ

【
問
合
せ
】高
齢
者
支
援
課
☎
�
７
１

２
３-

１
０
９
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
４
２
８
８
４

訪問介護は、利用者の生活を１対１で支え
ることの出来るとても魅力的な仕事です。１
人で対応しますが、各事業所にはヘルパー
をフォローするバックアップ体制が整って
いますので、安心してください。興味のあ
る方は話だけでも聞きに来てくださいね

■施設の担当者からのコメント
のだ訪問サービス合同会社

社会福祉法人はーとふる
就労サポート・のだ

障がいの特性に合わせた支援を提供し、
利用者が地域社会で活動する機会が増え
ていくことに喜びを感じます。利用者と一
緒に、充実した日々を一緒に過ごしましょ
う。資格がなくてもできる仕事があります
ので、話を聞きに来てくださいね
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災
害
時
協
力
井
戸
な
ど
の

　
　
登
録
が
443
件
に

災
害
に
備
え
て
災
害
協
定
を
締
結

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
す
る
に
は
、
説

明
会
出
席
か
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口

の
説
明
後
に
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

参
加
希
望
者
は
11
月
６
日
水
か
ら
18

日
月
ま
で
に
電
話
で
野
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

今
後
の
説
明
会
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】
11
月
19
日
火
10
時

～
11
時
・
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

【
対
象
】
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
介

護
保
険
料
に
滞
納
が
な
く
、
介
護
保

険
制
度
の
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

【
定
員
】
先
着
40
人

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
印
鑑

【
問
合
せ
】
制
度
の
こ
と
は
高

齢
者
支
援
係
☎
�
７
１
２
３
‐

１
０
９
２
、
説
明
会
参
加
申
込
み
、

登
録
な
ど
は
野
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
�
７
１
２
４
︲
３
９
３
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
６
０
５
２

家
庭
ご
み
な
ど
の
野
焼
き
は
禁
止

野
焼
き
は
、
火
災
の
危
険
や
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
な
ど
で
健
康
被

害
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
農
作
業
で

必
要
な
場
合
な
ど
を
除
き
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
内
の
剪せ
ん
て
い
し
定
枝
や
落
ち
葉
、
草

は
、
み
ど
り
の
収
集
受
付
へ
回
収
依

頼
す
る
か
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
自
己
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
作
業
な

ど
で
も
周
囲
か
ら
苦
情
が
あ
る
場
合

は
指
導
の
対
象
で
す
。
野
焼
き
を
発

見
し
た
場
合
は
、
環
境
保
全
課
☎
�

７
１
２
３
‐
１
７
５
３
、
消
防
本
部
☎

�
７
１
２
４
‐
０
１
１
９
、
野
田
警
察

署
☎
�
７
１
２
５
‐
０
１
１
０
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い（
消
防
、
警
察
は
夜
間

休
日
も
対
応
可
）。

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
０
６
５
６

　
市
で
は
、
大
規
模
災
害
や
水
質
事

故
な
ど
で
断
水
し
た
場
合
に
備
え
、

災
害
時
協
力
井
戸
と
災
害
時
協
力
受

水
槽
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
５
件
が
追
加
登
録
さ
れ
、

登
録
件
数
は
443
件
で
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
所
在
地
一
覧
と
地
図
上
に

所
在
地
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
所
在

地
の
入
り
口
に
は
協
力
井
戸
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
標
識
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
登
録
に
協
力
で
き
る
場
合

は
、
無
料
水
質
検
査
（
初
回
の
み
）

や
登
録
済
み
の
井
戸
を
停
電
時
に
も

利
用
で
き
る
よ
う
、
手
動
ポ
ン
プ
の

設
置
や
発
電
機
購
入
の
助
成
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
ま
す
。
井
戸
や
受
水

槽
を
お
持
ち
の
方
は
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】
防
災
係
☎
�
７
１
３
６

︲
１
７
７
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
３
１
１

地区 所在地 所有者·管理者 利用区分

北部 岩名269-3 ※ 飲用可能

中央

上花輪1315-2 山口　勉司 生活雑用水

上花輪893 杉山　泰徳 飲用可能

野田637 ※ 生活雑用水

中野台鹿島町9-9 ※ 生活雑用水

■新たな登録井戸など（令和6年8月5日～9月12日)※は非公表

　
市
で
は
、
10
月
３
日
に
株
式
会
社

ル
ネ
サ
ン
ス
と
「
災
害
時
に
お
け
る

施
設
利
用
及
び
避
難
所
等
で
の
運

動
支
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
災
害
時
、
帰
宅
困
難
者
や

車
中
避
難
者
の
受
け
入
れ
先
と
し
て

の
施
設
の
提
供
や
避
難
生
活
で
体
を

動
か
さ
な
い
こ
と
で
発
症
す
る
疾
病

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
ト
レ
ー
ナ
ー

を
派
遣
い
た

だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
10

月
１
日
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
コ

メ
リ
災
害
対

◎
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動
し
た
情
報
伝
達
訓
練
　
11
月
20
日
水
11
時
に
実
施
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
。
災
害
な
ど
で
中
止
の
場
合
あ
り
。
問
防
災
安
全
課
☎
�
７
１
３
６‐
１
７
７
９

策
セ
ン
タ
ー
と
「
災
害
時
に
お
け
る

物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
生
活
日
用
品
、
電
気
用

品
な
ど
の
物
資
の
供
給
を
優
先
的
に

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
日
、
株
式
会
社
ア
ク

テ
ィ
オ
と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
レ

ン
タ
ル
資
機
材
の
提
供
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
発
電
機
、

仮
設
ト
イ
レ
な
ど
の
資
機
材
を
優

先
的
に
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課
☎
�
７

１
３
６
‐
１
７
７
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
２
９
３
４
、
１

０
４
２
９
３
６
、
１
０
４
２
９
３
５

望月氏（取締役副社長）と市長望月氏（取締役副社長）と市長

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

ス
ト
ッ
プ
！
電
話
de
詐
欺

　
電
話
de
詐
欺
の
犯
人
は
い
ろ
い
ろ

な
人
物
に
な
り
す
ま
し
、
だ
ま
そ
う

と
し
ま
す
。
直
接
話
を
し
な
い
こ
と

が
一
番
の
対
策
で
す
。
市
で
は
、
特

殊
詐
欺
対
策
ア
ダ
プ
タ
の
設
置
費
用

（
上
限
１
万
２
千
100
円
）
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
☎
�
７
１

９
９
‐
４
９
０
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
４
６
９
４

災害時の応急給水に災害時の応急給水に



　市報のだ 令和６年11月１日号

10
月
６
日
に
関
宿
中
央

公
民
館
で
、
総
合
防
災
訓

練
の
防
災
フ
ェ
ア
を
開
催

し
た
。

今
回
は
、
参
加
者
み
ん

な
で
行
う
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
を
は
じ
め
30
団
体

405
人
が
車
両
展
示
や
地
震

体
験
、
火
災
疑
似
体
験
な

ど
29
ブ
ー
ス
を
設
置
。

「
身
を
も
っ
て
体
感
す
る

こ
と
で
、
家
庭
や
地
域
で

の
さ
ら
な
る
防
災
意
識
向

上
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
す
参
加
者
も
い
た
。

知
識
と
体
験
を
も
と
に

災
害
へ
の
対
策
を

総勢654人が訓練に参加総勢654人が訓練に参加

❻

利
根
運
河
シ
ア
タ
ー
ナ

イ
ト
２
０
２
４
実
行
委
員

会
は
、
光
る
ド
リ
ー
ム

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
作
り
を
東

京
理
科
大
学
で
10
月
12
日
、

13
日
、
19
日
に
開
催
し
た
。

230
人
の
小
中
学
生
ら
が

参
加
し
、
苦
戦
し
な
が
ら

も
大
学
生
ら
の
丁
寧
な
サ

ポ
ー
ト
に
従
い
完
成
さ

せ
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
る
子
ど
も
も
い
た
。

作
品
は
10
月
19
日
の
利

根
運
河
シ
ア
タ
ー
ナ
イ
ト

を
彩
っ
た
。

ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を

夜
の
利
根
運
河
で
光
ら
せ
よ
う

東京理科大学の学生らが中心となって開催
完成品完成品

柏
レ
イ
ソ
ル
の
守
護
神
が

野
田
で
１
日
警
察
署
長
に

松
本　
健
太
さ
ん

　
J
リ
ー
グ
・
柏
レ
イ
ソ
ル
所
属
の

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
野
田
市
出
身

の
松
本
健
太
さ
ん
が
9
月
19
日
、
１

日
警
察
署
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
運
転
が
好
き
で
余

暇
は
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
そ
う
で

す
。
こ
の
仕
事
を
き
っ
か
け
に
交
通
マ

ナ
ー
を
守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
っ
た
と
話
し
、「
サ
ッ
カ
ー
で
は

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
し
て
ゴ
ー
ル
を

守
る
立
場
で
す
。
未
然
に
防
ぐ
こ
と

に
関
し
て
は
交
通
事
故
や
運
転
も
同

じ
で
、
皆
さ
ん
も
普
段
か
ら
安
全
に

気
を
付
け
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
」と
交

通
事
故
防
止
を
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

野
田
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
松
本
さ

ん
は
、
小
学
生
の
頃
は
友
人
と
山
崎

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、
み
ず
き

公
園
で
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
遊
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
本
業
の
サ
ッ
カ
ー
で
も
ケ
ガ
な

く
精
進
す
る
の
で
野
田
の
皆
さ
ん
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。
出
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」と
謙
虚
に
優
し
い
笑
顔

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
9
年
生
ま
れ
・
山
崎
出
身

活躍紹介

※今号の「のだっこクイズ」で※今号の「のだっこクイズ」で
松本選手の色紙をプレゼント松本選手の色紙をプレゼント

　
海
外
の
恐
竜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

本
が
多
い
中
、
日
本
で
化
石
が
見
つ

か
り
、
国
際
的
に
も
認
知
さ
れ
て
い

る
恐
竜
を
テ
ー
マ
に
し
た
珍
し
い
１

冊
。
写
真
や
絵
図
、
繊
細
な
復
元
画

で
丁
寧
に
解
説
し
て
い
ま
す
。「最新！日本の恐竜」

New Books

北 図 書 館☎� 7129-8811 せきやど図書館☎� 7198-4946
興風図書館☎� 7123-7611　南 図 書 館☎� 7125-7981

せきやど図書館の推せん図書

冨田幸光 ･監修
目羅健嗣・色鉛筆画

鳳書院

　
ぞ
う
き
ば
や
し
で
よ
く
み
か
け
る

ど
ん
ぐ
り
。
大お
お

き
さ
や
か
た
ち
の
ち

が
う
、
19
し
ゅ
る
い
も
の
ど
ん
ぐ
り

の
と
く
ち
ょ
う
を
く
わ
し
く
し
ょ
う

か
い
し
て
い
ま
す
。
そ
だ
て
か
た
や

り
ょ
う
り
ほ
う
も
学ま
な

ん
じ
ゃ
お
う
。

飯田猛・構成・文
宮國晋一・写真
技術評論社

「森のカプセル探検帳」

©KASHIWA REYSOL

ドリームキャッチャーは北米先住民の魔除けドリームキャッチャーは北米先住民の魔除け
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❼

貫
太
郎
翁
ゆ
か
り
の
地

群
馬
県
に
残
る
石
碑

鈴木貫太郎翁を知る（37）

群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る

上
信
電
鉄
上
信
線
山
名
駅

北
側
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

「
や
ま
な
テ
ラ
ス
」
に
は
、

高
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
「
迎

光
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
13
（
１
９
３
８
）

年
２
月
に
上
信
電
気
鉄
道

株
式
会
社
（
現
在
の
上
信

電
鉄
株
式
会
社
）
が
建
立

し
た
も
の
で
す
。

建
立
の
経
緯
は
、
昭
和

９
（
１
９
３
４
）
年
に
昭

和
天
皇
が
陸
軍
大
演
習
を

巡
視
す
る
た
め
、
お
召
し

列
車
が
上
信
電
気
鉄
道
を

使
っ
て
来
ら
れ
、
山
名
駅

で
乗
降
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
た
も
の
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
迎
光
碑
」
の
揮
毫
は
、

当
時
の
侍
従
長
で
あ
っ
た

貫
太
郎
翁
の
も
の
で
す
。

貫
太
郎
翁
も
、
昭
和
天

皇
と
行
動
を
と
も
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
母
の
き
よ

の
危
篤
の
た
め
演
習
途
中

で
、
東
京
の
自
宅
に
舞
い

戻
っ
た
そ
う
で
す
。

高崎市山名町は戦国大名山名氏発祥の地高崎市山名町は戦国大名山名氏発祥の地

わが家の自慢料理

栄養満点！カリフラワーの鉄鍋炒め

呂暁輝さん（みずき）

①カリフラワーを細かく切る②にんにくをみじん切り、
トウガラシを斜め切り、ピーマンとニンジンを千切り
にする③鍋に油（大さじ１）を入れて強火で熱し❶を
入れてカリフラワーの表面が乾いて少し黄色くなるま
で炒めたら取り出す④鍋に油（小さじ 1）を入れて中
火で加熱し豚肉を入れて炒めたら水で戻したキクラゲ
と❷を入れて香ばしく炒め、しょうゆ、オイスターソー
ス、白砂糖、料理酒を加えてさらに炒める⑤強火にし
て❸を入れて素早く炒めて皿に盛ったら、出来上がり

《材料》3 人前：カリフラワー半分（500 グラム）、キクラゲ 5 個、
ニンニク 5 片、トウガラシ 3 本、ピーマンとニンジン少々、食用油
適量、豚肉80グラム、薄口しょうゆ30ミリリットル、オイスターソー
ス 15 ミリリットル、白砂糖小さじ 1/4、料理酒 50 ミリリットル

みんなで支えるバリアフリー（80）

しない・させない・広めない
ネット上の誹謗中傷

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
今
年
の
夏
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
活
躍
す
る

一
方
で
、
選
手
や
関
係
者
へ
向
け
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
誹ひ
ぼ
う謗
中
傷
が
投
稿
さ

中
傷
を
書
き
込
ん
だ
り
、
特
定
個
人

の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
し
て
一
方
的
に
誹

謗
中
傷
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
発
信

し
た
り
す
る
事
例
も
発
生
し
て
お
り

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、

自
分
の
考
え
や
小
説
、
漫
画
、
音

楽
、
動
画
な
ど
自
由
に
発
表
で
き
ま

す
が
、
使
い
方
を
誤
る
と
事
件
や
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
き
っ
か
け
や
人

を
傷
つ
け
る
道
具
に
な
り
ま
す
。

　
情
報
を
発
信
す
る
と
き
は
、
自
分

で
信
頼
で
き
る
情
報
か
を
確
認
し
、

人
を
傷
つ
け
る
内
容
や
情
報
は
広
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ス

ポ
ー
ツ
に
限
ら

ず
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
匿
名
の

ま
ま
不
特
定
多

数
に
向
け
て
特

定
個
人

の
誹
謗

政府広報オンライン（https://www.gov-online.go.jp）政府広報オンライン（https://www.gov-online.go.jp）

10
月
19
日
、
20
日
に
産

業
祭
が
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
、
地
域

の
商
工
業
者
に
よ
る
ブ
ー

ス
や
市
民
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
な
ど
に
多
く
の
人

が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
っ
た
。

20
日
に
は
野
田
ガ
ス
ホ
ー

ル（
文
化
会
館
）で
第
38
回
東

京
直
結
鉄
道
建
設
・
誘
致
促

進
千
葉
ブ
ロッ
ク
大
会
式
典

と
コ
バ
に
ゃ
ん（
吹
奏
楽
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
）を
迎
え
た
音

楽
イ
ベン
ト
が
開
催
さ
れ
、建

設・誘
致
運
動
を
P
R
し
た
。

企
業
と
市
民
が
ふ
れ
あ
う
産
業
祭
や

東
京
直
結
鉄
道
建

設
・

誘
致
促
進
大
会

東京直結鉄道早期実現を目指して産業祭と同時に開催東京直結鉄道早期実現を目指して産業祭と同時に開催

コバにゃん（南部中出身）コバにゃん（南部中出身）

産業祭に 21,000 人が来場産業祭に 21,000 人が来場
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❽

◆
普
通
救
命
講
習
会　

11
月
6
日

水
～
12
月
８
日
日
9
時
～
正
午
イ
ン

フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ（
総
合
公
園

体
育
館
）で
。
中
学
生
以
上
。
先
着
20

人
。
申
込
み
は
12
月
１
日
日
ま
で
に
直

接
窓
口
へ
。
問
同
ア
リ
ー
ナ
☎
�
７
１

２
５
︲
１
１
５
５
へ

◆
関
宿
パ
ー
ク
Ｍモ
ッ
プ
ス

Ｏ
Ｐ
Ｓ（
関
宿
総

合
公
園
）体
育
館
で
各
種
教
室　

①

火
曜
中
級
卓
球
教
室
…
11
月
12
日

～
12
月
３
日
の
火
14
時
～
16
時
。
②

柏
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ク
ス
・
チ
ア
ダ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
…
11
月
12
日
～
26
日

の
火
16
時
～
17
時
。
全
３
回
。
未
就

学
児（
３
歳
）
～
小
学
生
。
７
千
700
円
。

③
木
曜
卓
球
教
室
…
11
月
14
日
～
12

月
５
日
の
木
14
時
～
16
時
。
①
③
は

全
４
回
で
18
歳
以
上
。
千
900
円
。
館

内
シ
ュ
ー
ズ（
①
③
は
あ
れ
ば
ラ
ケ
ッ

ト
も
）持
参
。
申
込
み
は
事
前
に
同

館
☎
�
７
１
９
８
︲
８
５
０
０
へ

◆
図
面
作
成
Ｃ
Ａ
Ｄ
体
験
説
明
会　

11
月
30
日
土
10
時
～
正
午
野
田
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。
先
着
15
人
。

申
込
み
は
11
月
５
日
火
９
時
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
１︲１
１
８
４
へ

◆
里
親
制
度
説
明
会　

12
月
8
日
日

13
時
～
15
時
松
戸
市
勤
労
会
館
で
。

申
込
み
は
事
前
に

子
ど
も
家
庭
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ち
ば
☎
０
４
７
０
︲

28
︲
４
２
８
８
へ

◆
11
月
保
育
所
の
園
庭
開
放　
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親
子
で
保

育
体
験
。育
児
相
談
も
。10
時
～
11
時
。

当
日
会
場
受
付
。
問
各
保
育
所

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

  

講
座
・
講
演
会

◆
子
ど
も
人
権
作
品
展　

11
月
21
日

木
～
26
日
火
９
時
～
17
時（
最
終
日

は
15
時
ま
で
）市
役
所
１
階
ふ
れ
あ
い

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
問
指
導
課
☎
�
７
１

２
３
︲
１
３
２
９

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
イ
ベ
ン
ト
な

ど　

①
関
宿
城
百
景
写
真
展
…
11
月

29
日
金
～
令
和
７
年
1
月
13
日
月
9

時
～
16
時
30
分
。
200
円（
高
校
・
大
学

生
100
円
）。
②
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー「
江
戸

時
代
中
期
の
治
水
仕
法
紀
州
流
・
井

澤
弥
惣
兵
衛
為
永
の
業
績
」
…
12
月
８

日
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
。
先
着

40
人
。
100
円
。
③
歴
史
講
座「
古
文
書

を
読
む（
中
級
編
）」
…
12
月
14
日
、
令

和
7
年
1
月
18
日
の
土
10
時
～
正
午
。

全
2
回
。
先
着
30
人
。
200
円
。
④
体
験

教
室「
関
宿
城
下
を
歩
こ
う（
河
岸
コ
ー

ス
）」
…
12
月
20
日
金
10
時
同
館
集
合
、

12
時
30
分
解
散
予
定
。
境
町
の
史
跡
や

寺
院
散
策
。先
着
30
人
。50
円
。⑤
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ「
お
正
月
飾
り
を
作
ろ
う
」…

12
月
21
日
土
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。

当
日
会
場
へ
。
申
込
み
は
②
は
11
月
8

日
金
、
③
は
11
月
14
日
木
、
④
は
11
月

20
日
水
の
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
電
話
で

同
館
☎
�
７
１
９
６︲１
４
０
０
へ

◆
女
性
向
け
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

11
月
29
日
金
10
時
～
正
午
野
田
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。
応
募
書

類
の
書
き
方
な
ど
を
学
ぶ
。
先
着
30

人
。
午
後
は
生
活・就
労
の
出
張
相
談
。

申
込
み
は
11
月
5
日
火
か
ら
商
工
労

政
課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
０
８
５
へ

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇｓエコ
作
戦（
み
ん
な
で
泥
ん
こ
）

　
11
月
30
日
土
14
時
理
窓
会
記
念
自
然

公
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
前
集
合
、
16
時

解
散
。
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。
先
着
20
人
。
送
迎
あ
り
。
申
込

み
は
11
月
５
日
火
～
28
日
木
に
ち
ば
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
み
ど
り
と
水
の
ま
ち

づ
く
り
課
☎
�
７
１
９
９
︲
８
１
４
７へ

◆
対
話
を
体
験
し
よ
う　
12
月
1
日
、

8
日
の
日
13
時
30
分
～
16
時
30
分
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

全
2
回
。
15
人（
抽
選
）。
千
円
。
筆
記

用
具
。
申
込
み
は
11
月
27
日
水
ま
で

に
電
話
か
直
接
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１

２
３
︲
７
８
１
８
へ

◆
お
ば
ぁ
と
ラ
ッ
パ
の
サ
ン
マ
裁
判　

令
和
7
年
2
月
13
日
木
15
時
～
17
時

野
田
ガ
ス
ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）で
。
5

千
円（
65
歳
以
上
4
千
500
円
、
22
歳
以

下
4
千
円
）で
全
席
指
定
。
チ
ケ
ッ
ト

は
同
ホ
ー
ル
か
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）、
ブ
ッ
ク
ス
エ
ン
ド

ウ
川
間
店
な
ど
で
販
売
。
問
同
ホ
ー

ル
☎
�
７
１
２
４
︲
１
５
５
５
へ

◆
消
費
者
問
題
無
料
相
談
会　

11
月

14
日
木
10
時
～
16
時
市
役
所
２
階
中
会

議
室
で
。
1
人
45
分
。
先
着
12
人
。
申

込
み
は
11
月
5
日
火
か
ら
消
費
生
活
セ

  

イ
ベ
ン
ト

◆
ヤ
マ
ト
＆
ひ
な
た
家
族
の
記
録
展

　

11
月
８
日
金
～
17
日
日
北
部
公
民

館
、
11
月
20
日
水
～
12
月
１
日
日
二

川
公
民
館
で
。
い
ず
れ
も
８
時
30
分

～
17
時
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
成
長
記
録
を

パ
ネ
ル
展
示
。
問
み
ど
り
と
水
の
ま
ち

づ
く
り
課
☎
�
７
１
９
９
︲
８
１
４
７

◆
11
月
幼
稚
園
の
園
庭
開
放　

当
日

会
場
受
付
。
問
各
幼
稚
園

◆
福
ま
ち
・
じ
ん
け
ん
シ
ア
タ
ー　

11
月
17
日
日
14
時
～
16
時
野
田
ガ
ス

ホ
ー
ル（
文
化
会
館
）で
。
木
村
友
香
理

氏（
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
支

援
ワ
ー
カ
ー
）に
よ
る
講
演
や
す
み
っ

コ
ぐ
ら
し
な
ど
の
映
画
上
映
。
当
日
会

場
へ
。
問
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進

課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
３
４
２

 

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

野
田

関
宿

中
部

幼
稚

園
名

25
日
月
９
時
30
分
～
11
時

☎
�
７
１
２
２
・
２
４
５
０

12
日
火
10
時
～
11
時

☎
�
７
１
９
６・
２
３
２
４

開
放
日
時
・
電
話
番
号

木
間

ケ
瀬

北
部
尾
崎

乳
児

保
育
所
名

20
日
水

6
日
水

6
日
水

5
日
火

26
日
火

12
日
火

5
日
火

開
放
日

☎
�
７
１
９
８・３
８
２
５

☎
�
７
１
２
５・４
６
９
７

☎
�
７
１
２
９・２
０
０
９

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
４

電
話
番
号

花
輪
南
部
清
水

中
根

福
田

保
育
所
名

19
日
火

13
日
水

12
日
火

28
日
木

21
日
木

14
日
木

7
日
木

27
日
水

20
日
水

13
日
水

6
日
水

開
放
日

☎
�
７
１
２
２・１
７
７
０

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
１

☎
�
７
１
２
２・５
０
５
０

☎
�
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
�
７
１
３
８・０
５
７
７

電
話
番
号
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❾

市
税
な
ど
の
納
期（
11
月
）

納
期
限
は
12
月
2
日
月
で
す
。 

◆
①
国
民
健
康
保
険
料
（
６
期
）
②

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
５
期
）

③
介
護
保
険
料
（
６
期
）

納
付
書
を
確
認
し
、
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
支
援
課

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
電
話
相
談
。
11
月

13
日
水
～
19
日
火
8
時
30
分
～
19
時

（
土
日
は
10
時
～
17
時
）に
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０（
070
）810
で
相
談
受
付
。

問
千
葉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事

務
局
☎
043（
247
）3
５
５
５

◆
野
田
市
駅
市
営
自
転
車
等
駐
車
場

は
3
月
末
で
閉
鎖　

土
地
区
画
整
理

事
業
の
た
め
、
令
和
7
年
3
月
31
日

月
を
も
っ
て
閉
鎖
。
4
月
1
日
火
以
降

は
民
営
駐
輪
場
の
利
用
を
。
問
市
民

生
活
課
☎
�
７
１
９
９
︲
４
８
９
８

◆
景
観
計
画（
案
）及
び
景
観
条
例

（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト　
市

役
所
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、
各
公
民

館
な
ど
で
閲
覧
し
、
11
月
14
日
木（
消

印
有
効
）ま
で
に
意
見
を
窓
口
に
持
参

か
閲
覧
場
所
で
投
函
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」、
Ｆ

Ａ
Ｘ

�
７
１
２
２
︲
１
５
５
８
、
郵

送
で
〒
278
︲
８
５
５
０
都
市
計
画
課
へ
。

問
同
課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
１
９
３

◆
保
健
医
療
問
題
審
議
会　
11
月
14
日

木
13
時
30
分
～
15
時
保
健
セ
ン
タ
ー
３

階
で
。
13
時
か
ら
受
付
。
先
着
５
人
。
問

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
５︲１
１
８
９

◆
都
市
計
画
審
議
会　

11
月
20
日
水

14
時
か
ら
市
役
所
4
階
委
員
会
室
で
。

13
時
30
分
か
ら
受
付
。
先
着
10
人
。
問

都
市
計
画
課
☎
�
７
１
２
３︲１
１
９
３

 

会
議
な

ど
の
傍
聴

　文明開化の象徴の１つに、電灯照
明があります。日本で初めての公
衆街路灯は、明治15（1882）年11月
1日銀座（東京都）に灯

とも
りました。モ

ダンな西洋文化に触れようと、毎
晩人々が見物に訪れたそうです。
　電灯の評判は日本中に広まり、全国

野田の魅力を発見!!シリーズ�
暗闇の夜を照らした鉄筋コンクリート柱の街路灯

各地に電力会社が誕生しました。野田では、明治44（1911）年6月26日に野田電
気株式会社が設立され、野田町や梅郷村の一部に電力供給を始めました。明治
44年第１期事業報告などによると点灯数は952灯、夜間のみの火力発電でした。
　古写真によると昭和初期には至る所に鉄筋コンクリート柱の街路灯が野田
に設置されていたことが確認できます。上花輪香取神社の境内に残る街路灯
には、スイッチを覆う金属蓋に「東京六郷 三共電柱製作所 昭和十三年」と記
されており、堅

けんろう
牢で丈夫な鉄筋コンクリート造りは、当時モダンな技術で、高

茂木本家前の道路には古写真（右）と同じ街路灯（左）が今も現役で使用される茂木本家前の道路には古写真（右）と同じ街路灯（左）が今も現役で使用される

昔は金属昔は金属蓋蓋
ふたふた

を開けて手動で点灯を開けて手動で点灯

◎
物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
・
調
整
給
付
の
申
請
は
11
月
８
日
金
ま
で　
申
請
方
法
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
か
郵
送
、

窓
口
（
市
役
所
高
層
棟
８
階
）
へ
の
持
参
。
問
物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
050
︲
２
０
３
０
︲
２
０
２
４

◎
鳥
獣
対
策
係
の
新
設　
10
月
１
日
付
け
で
ア
ラ
イ
グ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
対
策
に
係
る
業
務
を
行
う
係
を
み
ど
り
と
水

の
ま
ち
づ
く
り
課
内
に
新
設
。
問
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り
課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
１
９
５
【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
４
２
６
５
２

投光器や発電機など投光器や発電機など

ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
３‐１
０
８
４へ
。
問

市
民
生
活
課
☎
�
７
１
２
３‐１
０
８
３

◆
わ
が
家
の
耐
震
相
談
会　

11
月
17

日
日
9
時
～
16
時
市
役
所
2
階
中
会

議
室
で
。建
築
士
に
よ
る
木
造
住
宅（
昭

和
56
年
5
月
31
日
以
前
建
築
）の
耐
震

相
談
。
自
宅
写
真
や
建
築
確
認
書
類
一

式
持
参
。
9
時
～
9
時
45
分
は
木
造

耐
震
と
補
強
講
座
も
実
施
。
申
込
み

は
11
月
5
日
火
か
ら
電
話
で
建
築
指

導
担
当
☎
�
７
１
９
９
︲
７
６
０
３
へ

茂木佐公園前（左）や中央分署（右）は柱のみ茂木佐公園前（左）や中央分署（右）は柱のみ
価なものでした。昭和初期のアールデコ調の意匠が凝らされたその外観は、現在
では、レトロな雰囲気を醸し出しています｡
　時代を経て、新たな街路灯の普及により、失われていく鉄筋コンクリート柱
の街路灯ですが、流山市で昭和31（1956）年建立のものが、戦後の住宅団地造
成とともに住宅街に建てられた数少ない歴史的構造物として、国登録有形文化
財に登録されているほど貴重なものになりつつあります。古くから夜道を明る
く照らしてきた、野田のレトロ街路灯も、まちの歴史を物語るものです。市ホー
ムページでレトロ街路灯マップを掲載していますので、散策してみてください。
【問合せ】ＰＲ推進室☎�7199–2090【参考文献】『野田電気株式会社第1期事業報告書』1911年、大
蔵省印刷局『官報』1911年7月1日、野田市『野田市の展望』1954年、松下邦夫『千葉県の電灯の歴
史』1966年、野田市『野田市史資料編近現代1』2012年、流山市立博物館『流山市史研究第23号』
2019年、野田市郷土博物館『まちの記憶ー写真でたどる野田・関宿の昭和30～40年代』2021年

頂上部の電灯備品は新しいものに頂上部の電灯備品は新しいものに

◆
宝
く
じ
の
助
成
金
で
防
災
資
機
材

を
整
備　
（一財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
利
用
し

て
古
布
内
山
坪
第
三
自
治
会
の
資
機

材
を
整
備
。
問

防
災
安
全
課
☎

�
７
１
３
６︲１

７
７
９

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化

週
間　
Ｄ
Ｖ
や
性
犯
罪
・
性
暴
力
、
ハ



　市報のだ 令和6年11月１日号

◆
こ
ど
も
大
正
琴
体
験　

11
月
8
日
、

15
日
の
金
18
時
～
19
時
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。
全
2
回
。

小
中
学
生
。
先
着
10
人
。
申
込
み
は
電

話
で
小
島
☎
090︲１
４
０
６︲３
５
０
７
へ

◆
日
本
空
手
道
協
会
主
催
の
無
料
体

験
教
室　
11
月
9
日
、
16
日
の
土
9

時
～
10
時
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅

の
ホ
ー
ル
内
）、
11
月
10
日
、
17
日

の
日
16
時
～
18
時
春
風
館
道
場
で
。

女
性
も
可
。
先
着
5
人
。
申
込
み
は

11
月
5
日
火
～
8
日
金
に
電
話
で
岡

田
☎
090
︲
３
０
９
７
︲
２
１
２
７
へ

◆
合
気
道
体
験
会　

①
11
月
9
日
、

16
日
、
30
日
の
土
9
時
15
分
～
10
時

15
分
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ（
総

合
公
園
体
育
館
）で
。
小
学
生
以
上
。

②
11
月
12
日
～
26
日
の
火
19
時
15
分

～
20
時
15
分一中
武
道
場
で
。
中
学
生

以
上
。
③
11
月
13
日
～
27
日
の
水
16
時

30
分
～
17
時
30
分
春
風
館
道
場
で
。
中

学
生
以
下（
未
就
学
児
可
）。
い
ず
れ
も

全
3
回
。
１
回
500
円
。
申
込
み
は
事
前

に
田
中
☎
090︲5
９
８
３‐０
６
０
８
へ

◆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
フ
ラ　

11
月
9
日
土

13
時
～
14
時
北
部
公
民
館
で
。
中
学
生

以
上
の
女
性
。
先
着
10
人
。
500
円
。
申

込
み
は
11
月
5
日
火
～
8
日
金
に
電
話

で
森
田
☎
090︲８
１
７
８︲１
８
１
６
へ

◆
津
軽
三
味
線
無
料
体
験
教
室　

11

月
10
日
、
17
日
の
日
13
時
～
14
時
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
。

小
学
3
年
生
以
上
。
先
着
5
人
。
申

込
み
は
11
月
5
日
火
～
8
日
金
に
電
話

で
髙
橋
☎
�
７
１
２
５︲５
６
２
９
へ

◆
脳
ト
レ
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
体
験
会

　

11
月
20
日
水
13
時
～
15
時
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。

未
経
験
の
女
性
。
先
着
15
人
。
申
込

み
は
11
月
9
日
土
～
16
日
土
に
電
話

で
清
田
☎
070
︲
１
３
０
７
‐
９
６
９
１
へ

◆
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー　

11
月
23
日

土
10
時
～
11
時
30
分
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
で
。「
心
と
体
は
ひ
と
つ
な
が
り
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
先
着
25
人
。
申
込

み
は
11
月
５
日
火
～
20
日
水
に
電
話

�

  

講
座
・
教
室

で
福
島
☎
090
︲
４
３
７
１
︲
９
５
５
１
へ

（
平
日
17
時
以
降
）

◆
野
田
美
術
会
絵
画
展　

11
月
6
日

水
～
17
日
日
9
時
～
21
時（
最
終
日
は

15
時
ま
で
）さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
で
。
油
絵
な
ど
61
点
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
は
11
月
９
日
土
14
時
か
ら
。
問

加
藤
☎
�
７
１
２
4
︲６
４
１
４

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
サ
ー
ク
ル
な
ど　

①
お
は
な
し
玉
手
箱
…
11
月
7
日
木
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
。
②
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

…
11
月
18
日
月
。
③
育
児
相
談
日
…

11
月
25
日
月
。
２
組
。
④
す
く
す
く

ハ
ッ
ピ
ー（
お
し
ゃ
べ
り
会
）…
11
月

28
日
木
。
③
④
は
妊
娠
中
の
方
も
。

い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
で
０
～
３
歳

の
子
と
保
護
者
。
②
③
の
申
込
み
は

事
前
に

ゆ
う
＆
み
い
☎
�
７
１
２

４
︲
１
３
６
７（
９
時
～
11
時
）へ

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田　

11
月
9
日

土
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
部
品
代
は

実
費
負
担
。
当
日
会
場
へ
。
問
本
田
☎

�
７
１
２
９
︲
７
４
９
５

◆
拳
志
会
館
交
流
乱
取
試
合　

11
月

10
日
日
10
時
～
16
時
イ
ン
フ
ォ
マ
ー

ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ（
総
合
公
園
体
育
館
）

で
。
年
少
～
一
般
の
部
。
観
戦
自
由
。

当
日
会
場
へ
。
問
野
澤
☎
�
７
１
２
9

  

イ
ベ
ン
ト

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

︲
７
６
４
６

◆
野
田
文
学
会
講
演
会「
物
語
と
詩
の

夕
べ
」　

11
月
10
日
日
13
時
30
分
～

15
時
30
分
興
風
会
館
で
。
島
田
高
志

氏
に
よ
る
小
説「
萩
の
も
ん
か
き
や
」が

テ
ー
マ
。
話
し
合
い
や
詩
の
朗
読
も
。

問
髙
橋
☎
�
７
１
２
５
︲
３
３
８
２

◆
ひ
ば
り
友
の
会
例
会　

11
月
13
日

水
10
時
～
正
午
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
先
着
25
人
。

当
日
会
場
受
付
。
問
小
野
☎
090
︲
２
５

３
９
︲
１
９
３
７

◆
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
祭　

11
月
16
日
土
9
時

30
分
～
14
時
30
分
県
立
特
別
支
援
学

校
流
山
高
等
学
園
で
。
パ
ン
販
売
や

体
験
な
ど
。
上
履
き
、履
物
入
れ
持
参
。

当
日
会
場
へ
。
問
同
園
☎
�
７
１
４
１

︲
９
９
０
０

◆
千
葉
県
福
祉
機
器
展　

11
月
16
日

土
10
時
～
16
時
け
や
き
プ
ラ
ザ（
我
孫

子
市
）で
。
講
演
会
は
10
時
30
分
～
正

午
、
13
時
～
14
時
、
14
時
30
分
～
15

時
30
分
。
予
約
制
。
詳
細
は
県
福
祉

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
☎
�
７
１
６
５
︲
２

８
８
６
へ

◆
秋
の
実
り
と
彩い
ろ
ど

り
を
訪
ね
て　

11

月
17
日
日
９
時
30
分
～
12
時
30
分
。

清
水
公
園
駅
西
口
集
合
。
公
園
内
を

自
然
観
察
指
導
員
と
散
策
。
先
着
30

人
。
300
円（
小
中
学
生
200
円
）。
申
込
み

は
11
月
5
日
火
～
15
日
金
に
草
野
☎

080
︲
１
１
３
６
︲
４
３
４
８
へ

◆
野
田
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ

ル
カ
フ
ェ　

11
月
17
日
日
10
時
～
15

時
15
分
中
央
公
民
館（
市
民
ふ
れ
あ
い

ハ
ー
ト
ま
つ
り
会
場
内
）で
。
①
祝
福

亭
福
助
の
落
語
…
10
時
30
分
～
11
時

30
分
。
②
高
野
正（
パ
ラ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
日
本
代
表
）講
演
会
…
13
時
～
14

時
。
③
個
人
面
談
…
1
人
30
分
程
度
。

先
着
５
人
。
①
②
は
当
日
会
場
へ
、
③

の
申
込
み
は
11
月
5
日
火
か
ら
電
話

で
髙
野
☎
070
︲
２
１
７
９
︲
０
４
５
７
へ

◆
モ
ー
ヴ
・
ア
ー
ト
展　

11
月
19
日

火
～
24
日
日（
23
日
土
除
く
）９
時
～

16
時
30
分（
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終

日
は
15
時
ま
で
）興
風
会
館
地
下
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
。
水
彩
、
ア
ク
リ
ル
な
ど
41

点
。
問
丸
山
☎
090
‐
６
０
０
９
︲
０
６

１
２

◆
ち
ょ
っ
と
硬
派
な
お
し
ゃ
べ
り
カ

フ
ェ　

11
月
19
日
火
13
時
30
分
～
15

時
30
分
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
政

治
や
社
会
現
象
な
ど
を
語
り
合
う
。

先
着
15
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
宇

野
☎
�
７
１
２
７
︲
１
７
５
４

◆
関
宿
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

イ
ベ
ン
ト　
①
え
ん
が
わ
関
宿
…
11

月
20
日
水
関
宿
ナ
ー
シ
ン
グ
ビ
レ
ッ

ジ
で
。
200
円
。
②
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

関
宿
…
11
月
22
日
金
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
内
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
300
円
。
Ａ
3

が
入
る
袋
持
参
。
い
ず
れ
も
10
時
～

正
午
。
先
着
10
人
。
申
込
み
は
11
月
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5
日
火
～
15
日
金
に
電
話
で
同
セ
ン

タ
ー
☎
�
７
１
９
６
︲
５
５
８
８
へ

◆
恵
比
寿
講　

11
月
20
日
水
10
時
～

16
時
上
花
輪
歴
史
館
で
。
五
穀
豊
穣

と
商
売
繁
盛
を
感
謝
す
る
講
。
髙
梨

氏
独
特
の
お
供
え
を
す
る
。
入
館
料

500
円（
小
中
高
校
生
300
円
）。
問
同
館
☎

�
７
１
２
２︲
２
０
７
０

◆
野
田
レ
ク
協
会
・
ニ
コ
ニ
コ
く
ら
ぶ

「
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
つ
く
り
」　

11

月
24
日
日
10
時
～
正
午
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
（
イ
オ
ン
ノ
ア
店
3
階
）で
。

先
着
15
人
。
500
円
。
申
込
み
は
11
月
5

日
火
～
23
日
土
に
電
話
で
九

石
☎
�
７
１
２
４︲２
０
０
６
へ

◆
秋
季
野
田
市
民
囲
碁
大
会　

11
月

24
日
日
10
時
～
17
時
中
央
公
民
館
で
。

受
付
は
９
時
30
分
～
９
時
50
分
。
同

じ
レ
ベ
ル
の
方
で
グ
ル
ー
プ
を
編
成

し
、
四
局
対
局
。
千
円（
小
中
学
生
・

女
性
500
円
）。
昼
食
持
参
。
当
日
会
場

受
付
。
問
佐
澤
☎
090
︲
２
１
５
６
︲
１

２
２
２

◆
流
山
シ
ン
ガ
ー
ズ「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
」20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー

ト　

11
月
30
日
土
14
時
～
16
時
流
山

市
文
化
会
館
で
。800
人
。千
円
。チ
ケ
ッ

ト
は
宮
川
☎
090
︲
２
１
６
６
︲

５
２
２
１
へ

◆
野
田
市
手
話
サ
ー
ク
ル
け
や
き
の

会
創
立
50
周
年
記
念
の
集
い　

12
月

1
日
日
13
時
30
分
～
15
時
中
央
公
民

館
で
。
中
野
佐
世
子
氏（
手
話
通
訳
士
）

の
講
話
。
先
着
100
人
。
講
話
後
の
交

流
会
は
200
円（
16
時
15
分
終
了
）。
当

日
会
場
受
付
。
問
山
本
☎
�
７
１
２

5
‐
６
９
２
３

◆
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
ウ
イ
ン
タ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

12
月
8
日
日

14
時
～
15
時
30
分
け
や
き
プ
ラ
ザ
で
。

先
着
551
人
。
申
込
み
は
直
接
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
窓
口
で
。
問
根
本
☎
�
７
１

６
５
‐
２
８
８
３

◆
外
国
人
児
童
・
生
徒
の
日
本
語
学

習
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師　
資

格
一
切
不
要
。
興
味
の
あ
る
方
は
小

島
☎
�
７
１
２
３
︲
９
５
７
３
へ

◆
遺
言
・
相
続
無
料
法
律
相
談
会　

11
月
15
日
金
13
時
～
16
時
千
葉
県
弁

護
士
会
松
戸
支
部（
松
戸
市
松
戸
１
２

８
１
︲
29
）で
。
先
着
16
人
。
1
人
45

分
程
度
。
要
予
約
。
申
込
み
は
11
月

7
日
木
10
時
か
ら
同
支
部
☎
047（
366
）６

６
１
１
へ

◆
障
害
年
金
専
門
社
労
士
に
よ
る
無

料
相
談
会　

11
月
18
日
月
13
時
～
16

時
30
分
中
央
公
民
館
で
。
先
着
8
人
。

年
金
手
帳
や
病
歴
、
初
診
状
況
の
メ

モ
持
参
。
申
込
み
は
11
月
5
日
火
か

ら
開
催
日
の
正
午
ま
で
に
守
山
☎
090
︲

８
５
５
９
︲
５
６
９
７
へ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん
し

ん
ね
っ
と「
遺
言
・
相
続
無
料
相
談

会
」　
11
月
19
日
火
９
時
～
正
午
欅
の

ホ
ー
ル
５
階
で
。
人
生
設
計
や
遺
言
・

相
続
・
成
年
後
見
な
ど
。
申
込
み
は

11
月
11
日
月
ま
で
に
斉
藤
☎
�
７
１
２

４
︲
４
１
７
０
へ

◆
弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士
合

同
無
料
相
談
会　

11
月
23
日
土
13
時

30
分
～
16
時
30
分
柏
商
工
会
議
所
で
。

１
人
30
分
。
先
着
24
人
。
申
込
み
は

11
月
５
日
火
～
21
日
木
に
電
話
で
千

葉
司
法
書
士
会
☎
043（
246
）２
６
６
６
へ

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費（
月8
は
月
会
費
、
年8
は

年
会
費
、
入8
は
入
会
金
）・
連
絡
先

◆
シ
ニ
ア
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル　

毎
週
水

13
時
～
14
時
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
欅

の
ホ
ー
ル
内
）で
。
50
歳
以
上
。
１
回

千
円
。
ウ
ィ
レ
ッ
ト
ゆ
き
☎
070
‐
１
０

６
０
‐
０
２
０
５

◆
梅
郷
剣
友
会　
毎
週
月
金
日
18
時

～
20
時
南
部
小
で
。
４
歳
～
小
学
生

（
大
人
も
可
）。
入8
千
円
。
月8
千
円
。
大

竹
☎
090
‐
２
４
７
７
‐
８
６
１
６

◆
シ
ュ
テ
ィ
ン
メ（
女
声
合
唱
）　

月

３
回
の
土
10
時
～
正
午
主
に
南
部
梅

郷
公
民
館
で
。
月8
４
千
円
。
と
う
げ

☎
�
７
１
０
５
︲
３
９
１
１

�

 

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

②

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、二

重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
～
G
順
に
並

べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト

＝
今
号
６
面
に
答
え
が
あ
り
ま
す（
出
題

＝
Ｐ
Ｒ
推
進
室・参
考
＝
広
辞
苑
な
ど
）

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
周
り
が
敵
ば
か
り
で

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
。

②
ー
犬
。昭
和
9
年
に
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
。③
か
つ
て
屋
台
の
店
主
が

客
寄
せ
に
吹
い
た
木
管
楽
器
。⑤
英
語

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
第
７
字
。⑥
明
治
か

ら
５
番
目
の
元
号
。⑧
股
関
節
・ひ
ざ
関

節
・足
関
節
ま
で
と
足
指
の
部
分
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】①
大
阪
市
と
人
口
が
ほ
ぼ

同
じ
で
イ
リ
ノ
イ
州
に
あ
る
都
市
。④
自

分
の
兄
弟
姉
妹
の
娘
。⑤
ー
腹
。紙
な
ど

の
材
料
を
山
折
り
と
谷
折
り
の
繰
り
返

し
構
造
に
し
た
も
の
。⑥
明
治
、大
正
時

代
に
野
田
の
街
中
に
敷
か
れ
、し
ょ
う
ゆ

樽
を
人
力
で
運
ん
だ
。⑦
都
市
部
の
人
や

も
の
を
空
襲
さ
れ
る
危
険
の
少
な
い
地

方
へ
移
す
こ
と
。⑨
市
内
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
宮
崎
と
ー
の
２
か
所
。

【
応
募
方
法
】11
月
18
日
月
必
着
で
、

は
が
き
に
答
え
、郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対

す
る
意
見
や
感
想
を
明
記
し
、〒
278
‐

８
５
５
０
野
田
市
役
所
Ｐ
Ｒ
推
進
室

「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様
に
「
図
書

カ
ー
ド
」（
う
ち
２
人
は
松
本
健
太
選
手

の
色
紙
も
）を
進
呈
し
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
市
報
の
だ
」の
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人
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、
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柴
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幸
雄
様
、
西
山
裕
美
様
、
渡
辺
美
千
代

様
（
五
十
音
順
）
で
す
。
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◆子どもの発達相談　発達に心配のある
18歳未満の子どもの相談を行います。月
～金８時 30分～ 17時 15分
職業相談（商工労政課）
◆無料職業紹介所　市の相談員が求人情
報を提供。市２階＝月～金。い1階＝19日
火。９時～16 時（正午～13 時除く）※い
ではハローワークによる各種相談も実施
パーソナルサポートセンター（☎�
7125-2212）
◆自立するための生活・家計改善・就労
準備などに関する総合相談　市２階＝月
～金９時～ 17時

◆青少年の悩み事相談　月・㊗・年末年
始を除く毎日。９時～ 16時 30分
ひばり教育相談（青少年センター内☎
� 7125-8088）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校な
ど。青少年センター内＝月～金９時～ 16
時※学校休業日を除く
ひまわり相談（野田幼稚園☎�7122-
2450）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこと
など。野田幼稚園＝第２・４木 10 時～
15 時 30 分。電話予約（14 時～ 17 時
15分）※どなたでも相談できます（幼稚
園休業日を除く）
消費生活センター（☎�7123-1084）
◆消費生活相談　事業者との契約トラブ
ルや問合せ、架空請求・多重債務相談など
月～金 10時～ 16時（正午～ 13時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　市１階＝月～金８時
30分～17時15分
◆専門相談　市１階＝13時30分～16時
…生活療育（７日）、発達教育（11・18日）、
就労者生活（21日）、こころの生活（26日）
生活支援（28日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　市１階＝10時～
正午…視覚障がい者（5日）、知的障がい者
（6日）、ろうあ者（19日）／13時30 分～
15 時30 分…聴覚障がい者（5日）、身体
障がい者（6日）、精神障がい者（19日）。
電話かFAX（ �7123 ｰ1087） 予約

子どもの発達相談室（保健センター内
☎� 7125-1134）

青少年センター（☎� 7125-2639）

あさひ育成園（☎� 7122-7159）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。木 15時～ 17時。電話予約（月
16時～ 17時）
こだま学園（☎� 7122–2916）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。火９時～ 11 時。電話予約（月
16時～ 17時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。
総合福祉会館＝毎週火・第１金 13 時～
16時。事前に電話で申込み。問野田市社
会福祉協議会☎� 7124-3939
◆行政書士無料相談　相続や遺言、成年
後見制度、許認可など。15日金 13 時～
16時。欅のホール 4階第 1集会室。電話
予約。問千葉県行政書士会東葛支部・齋
藤☎� 7196-6021
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登記
など。電話相談のみ。12日火～前日の９
時 30分～15時 30分に電話予約（受付
は平日のみ）。問野田地区司法書士会、土
地家屋調査士会・雨笠☎080-9396-1313
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月の

市…市役所、い…いちいのホール
市民相談（☎� 7123–1068）
※ 11月の法律・不動産・交通事故・行政・
税務相談は予約制。11月 1日金９時から電
話で予約を受付
◆一般市民相談　相続、離婚などの一般的な
手続きや悩みごとなど。簡単な相談は電話も
可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、調
停中は不可。 市 6･11･13･20･24･26 日。
い 28日。7日間で 70人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。市
21 日。8人
◆交通事故相談　示談や自賠責保険など。
市 8 日。い 22日。2日間で 8人
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事への苦
情や要望など。い 5 日。 市 19 日。2 日間
で８人
◆税務相談 相続税・贈与税など。市 15日。8人

◆人権相談　人権問題での悩みなど。い 21
日。市 27 日。２日間で８人。電話予約
◆女性のための相談　市５階＝第 1～ 3木
10 時～ 16 時。電話予約（電話相談も可）。
☎� 7123-1342
子ども家庭総合支援課（市役所内）
◆子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相談室）　
18 歳までの子とその家庭や妊産婦の相談。
月～金８時 30分～ 17時 15分
◆ＤＶ相談　配偶者などからの家庭内暴力の
相談や緊急時の安全確保など。月～金８時
30分～ 17時 15分。☎� 7199-9462
児童家庭課（市役所内）
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母子、父
子家庭、寡婦など。月９時～ 19時、火～金
９時～ 17時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業　
母子家庭の母や父子家庭の父、および寡婦。
個別相談（要予約）、就労のための「自立支
援プログラム」作成。月９時～ 19時、金９
時～ 17時

人権・男女共同参画推進課（市役所内）

�

※休日当番医は変更する場合があります（HP検
索：1009852）。かかりつけ医や休日当番医の診
療時間外や急病の方は救急告示病院（小張総合
病院☎�7124-6666、キッコーマン総合病院☎
�7123-5911、野田病院☎�7127-3200）に問い
合わせてください。夜間休日の軽症者向けオンラ
イン診療を受診できます（HP検索：1041081）

内　　科
曜日・時間 9時～ 16時

3日（日）はたのこどもクリニック
☎� 7123-7121

4 日（月）野田南部診療所
☎� 7121-0171

10日（日）新村医院
☎� 7138-2103

17日（日）小澤医院
☎� 7122-3980

23日（土）鈴木医院
☎� 7124-5683

24日（日）花井クリニック
☎� 7123-3900

有 料 広 告 広告内容は直接広告主に問い合わせてください

※市報のだに掲載する有料広告を随時募集しています。【問合せ】広告代理店「株式会社サンケイちば企画☎043–202–8600」【HP検索】 1009675

人口と世帯：人口＝ 153,533 人（-36）／男＝ 77,161 人（-27）、女＝ 76,372 人（-9）／世帯数 72,936 世帯（+53）（R ６.10.1 現在）

相談日案内
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